かんとん そんいつ せんら 

広東に 生れた 孫 逸 仙 等 を 除けば、 目 ぼしい 支那の 革 

こうこう さいがく そうきょ うじん こなん 

命 家 は、 II 黄 興、 蔡鍔、 宋教仁 等 はいずれ も 湖南に 

もちろん そうこく はん ちょうし どう 

生れて いる。 これ は 勿論 曾 国 藩 や 張 之 洞の 感化に も 

よった のであろう。 しかし その 感化 を 説明す る 為に は 

やはり 湖南の 民 自身の 負けぬ 気の 強い こと も 考えな け 

れ ばなら ぬ。 僕 は 湖南へ 旅行した 時、 偶然 ちょっと 小 

し ち 

説 じみた 下の 小事 件に 遭遇した。 この 小事 件 もこと に 

よると、 情熱に 富んだ 湖南の 民の 面目 を 示す ことにな 

るの かも 知れない。 

* * 氺氺 * 



いつの 間に かもう 赤 煉瓦の 西洋 家屋 や 葉 柳な どの 並ん 

そび 

だ 前に ど つ しりと 横着け に 聳えて いた。 

僕 はやつ と 欄干 を 離れ、 同じ 「社」 の B さん を 物色 

し 出した。 長 沙に六 年 もい る B さん はきょう も 特に 沅 

はず 

江 丸へ 出迎 いに 来て くれる 害に なって いた。 が、 B さ 

ん らしい 姿 は 容易に 僕に は 見つからなかった。 のみな 

げんてい 

らず 舷梯 を 上下す るの は 老若の 支那 人ば かりだった。 

彼等 は 互に 押し合い へし 合い、 口々 に 何 か 騒いで いた。 

殊に 一 人の 老 紳士な ど は 舷梯 を 下り ざまに ふり 返りな 

うしろ クウ リイ なぐ 

がら、 後に いる 苦力 を擲 つたり していた。 それ は 長 

さかのぼ 

江 を 遡 つて 来た 僕に は 決して 珍しい 見 もので はな 



かった。 けれども 亦 格別 見慣れた こと を 長江に 感謝し 

たい 見 もので もなかった。 

僕 はだん だん 苛立たし さ を 感じ、 もう 一 度 欄干に よ 

りか かりながら、 やはり 人波の 去来す る 埠頭の 前後 を 

眺め まわした。 そこに は 肝腎の B さん は 勿論、 日本人 

は 一人 も 見当らなかった。 しかし 僕 は 桟橋の 向う に、 

II 枝の つまった 葉 柳の 下に 一 人の 支那 美人 を 発見し 

た。 彼女 は 水色の 夏衣 裳の 胸に メダル か 何 か を ぶら 下 

げた、 如何にも 子供ら しい 女だった。 僕の 目 は 或は そ 

れ だけで も 彼女に 惹 かれた かも 知れなかった。 が、 彼 

女 は その上に 高い 甲板 を 見上げた まま、 紅の 濃い 口 も 



たんえ いねん 

譚 永年 は 僕と 同期に 一 高から 東大の 医科へ はいった 

留学生 中の 才人だった。 

「きょうは 誰かの 出迎 いかい？」 

「うん、 誰かの、 —— 誰 だと 思う？」 

「僕の 出迎 いじゃないだろう？」 

譚 はちよ つと 口 をす ぼめ、 ひょっと こに 近い 笑い顔 

をした。 

「ところが 君の 出迎 いなんだ よ。 B さん は 生憎 五六 日 

力 力 

前から マラリア 熱に 罹って いる。」 

「じ や B さんに 頼まれたん だね？」 

「頼まれないでも 来る つもりだった。」 



僕 は 彼の 昔から 愛想の 好い の を 思い出した。 譚は僕 

あくかん 

等の 寄宿舎 生活 中、 誰に も 悪感 を 与えた こと はな かつ 

た。 若し 又 多少で も 僕 等の 間に 不評判に なって いたと 

すれば、 それ はや はり 同室だった 菊 池 寛の 言 つたよう 

に 余りに 誰に もこれ と言う ほどの 悪感 を 与えて いない 

ことだった。 

「だが 君の 厄介になる の は 気の毒 だな。 僕 は 実は 宿の 

こと も B さんに 任 かせつき りに なって いるんだ が、 … 

…：- J 

「宿 は 日本人 倶楽部に 話して ある。 半月で も 一月で も 

差支えない。」 



二月で も？ 常談 言つ ちゃい けない。 僕 は三晚 泊め 

て 貰えり や 好 いんだ。」 

譚は 驚いた と言うよりも 急に 愛嬌の な い 顔に な つ た。 

「たった 三晚 しか 泊らない のか？」 

ど ひ ざんざい 

「さあ、 土匪の 斬罪 か 何 か 見物で も 出来り や 格別 だが、 

J 

僕 はこう 答えながら、 内心 長沙 の人譚 永年の 顔 をし 

かめる の を 予想して いた。 しかし 彼 はもう 一 度 愛想の 

好い顔に 返 つ たぎり、 少しも こだわらずに 返事 をした。 

「じ やもう 一週間 前に 来り や 好い のに。 あすこに 少し 

空き地が 見える ね。 II 」 



それ は 赤 煉瓦の 西洋 家屋の 前、 —— 丁度 あの 枝の つ 

まった 葉 柳の ある 処に 当っていた。 が、 さっきの 支那 

美人 はいつ かもう そこに は 見え なくなつ ていた。 

キ J 

「あすこで この間 五 人ば かり 一 時に 首 を 斬られ たんだ 

がね。 そら、 あの 犬の 歩いて いる 処で、 」 

「そり や 惜しい こと をした な。」 

「斬罪 だけ は 日本 じ や 見る 訣に 行かない。」 

譚は 大声に 笑った 後、 ちょっと 真面目に なった と 思 

うと、 無造作に 話頭 を 一 転した。 

「じ やそろ そろ 出かけよ うか？ 車 ももう あすこに 待 

たせて あるんだ。」 



のぞ 

三角洲 は ところどころに 小ぢん まりした 西洋 家屋 を視 

かせたり、 その 又 西洋 家屋の 間に 綱に 吊った 洗濯 もの 

ひらめ い い 

を 閃かせたり、 如何にも 活き活 きと 横たわつ ていた。 

たん へさ. S 

譚は 若い 船頭に 命令 を 与える 必要 上、 ボ オトの 艫 

に陣 どって いた。 が、 命令 を 与える よりもの べつに 僕 

に 話しかけ ていた。 

「あれが 日本 領事館 だ。 この オペラ • グラス を 

使い 給え。 その 右に あるの は 日 清 汽船 会社。」 

僕 は 葉巻 を 銜えた まま、 舟ば たの 外へ 片手 を 下ろし、 

時々 僕の 指先に 当る 湘 江の 水勢 を 楽しんで いた。 譚 

の 言葉 は 僕の 耳に 唯一 つづりの 騒音だった。 しかし 彼 



もちろん 

の 指さす 通り、 両岸の 風景へ 目をやる の は 勿論 僕に も 

不快ではなかった。 

さんかくす きっし ゆう 

「この 三角洲 は 橘洲と 言って ね。 」 

「ああ、 鳶が 鳴いて いる。」 

「鳶が 9 うん、 鳶も 沢山い る。 そら、 いっか 

張継弃 と 譚延闓 との 戦争が あった 時 だね、 あの 時 

にや 張の 部下の 死骸が いくつ もこの 川へ 流れて 来た も 

んだ。 すると 又鳶 がー 人の 死骸へ 二 羽 も 三 羽 も 下りて 

来て ね 」 

丁度 譚 のこう 言い かけた 時、 僕 等の 乗って いた モォ 

タァ • ボ オト はや はり 一 艘のモ オタ ァ . ボ オトと 五六 



間隔て て すれ違った。 それ は 支那 服の 青年の 外に も 見 

事に 粧 つた 支那 美人 を 二三 人 乗せた ボ オトだった。 

僕 はこれ 等の 支那 美人よりも 寧ろ その ボ オトの 大 ヒリ 

に浪を 越える の を 見守って いた。 けれども 譚は話 半ば 

ほ とん かたき あ 

に 彼等の 姿 を 見る が 早い か、 殆ど 仇に でも 遇った よ 

うに 倉皇と 僕に オペ ラ . グラス を 渡した。 

「あの 女 を 見 給え。 あの 艫に 坐って いる 女 を。」 

僕 は 誰に でも 急つつ かれる と、 一層 何かと こだわり 

易い 親譲りの 片意地 を 持 合せて いた。 のみならず その 

ボ オトの 残した 浪は こちらの 舟ば た を 洗いながら、 僕 

の 手 を カフスまで ずぶ濡れに していた。 



「なぜ？」 

「まあ、 なぜで も 好い から、 あの 女 を 見 給え。」 

「美人 かい？」 

「ああ、 美人 だ。 美人 だ。」 

彼等 を 乗せた モ オタ ァ • ボ オト はいつ かもう 十 間 ほ 

ど 離れて いた。 僕 はやつ と 体 を扭じ まげ、 オペラ -グ 

ラスの 度 を 調節した。 同時に 又 突然 向う のボ オトの ぐ 

いと 後ず さり をす る 錯覚 を 感じた。 「あの 女」 は 円い 

風景の 中に ちょっと 顔 を 横にした まま、 誰かの 話 を 聞 

いている と 見え、 時々 微笑 を 洩らして いた。 顋の 四角 

い 彼女の 顔 は 唯 目の 大きい と言う 以外に 格別 美しい と 



は 思われなかった。 が、 彼女の 前髪 や 薄い 黄色の 

なつい しょう きれい 

夏衣 裳の 川風に 波 を 打って いるの は 遠目に も 綺麗に 違 

いなかった。 

「見えた か？」 

「うん、 睫毛まで 見える。 しかし あんまり 美人 じ やな 

ヽ C I 

レな 」 

僕 は 何 か 得意ら しい 譚 ともう 一 度 顔 を 向い合せ た。 

「あの 女が どうかした のかい？」 

まきたば > 一 

譚は ふだんのお しゃべり にも 似ず、 悠々 と 巻 煙草に 

火 をつ けてから、 あべこべに 僕に 問い返した。 

「きのう 僕 はそう 言った ね、 —— あの 桟橋の 前の 空き 



に 弾丸 を 受けた 樊阿 七と 言う 副 頭目 を 肩に 蘆 林 譚を泳 

ぎ 越した 話、 又 岳 州の 或 山道に 十二 人の 歩兵 を 射 倒 

した 話、 II 譚は 殆ど 黄 六 一 を 崇拝して いるの かと 思 

う 位、 熱心に そんな こと を 話しつ づけた。 

「何しろ 君、 そいつ は 殺人 擄人百 十七 件 と言うん だか 

ら ね。」 

彼 は 時々 話の 合い 間にこう 言う 註釈 も 加えたり した。 

僕 も 勿論 僕 自身に 何の 損害 も 受けない 限り、 決して 土 

匪 は 嫌いではなかった。 が、 いずれも 大差の ない 武勇 

談 ばかり 聞かせられ るのに は 多少の 退屈 を 感じ 出した。 

「そこで あの 女 はどうし たんだね？」 



に 不快 を 感じて いた 為だった。 しかし 僕 等 を 乗せた ボ 

とんちゃく 

オト は 僕の 気 もちな どに は 頓着せ ず、 「中の 島」 の 鼻 

あいかわらず すぐ 

を大 まわりに 不相変 晴れ やかな 水の 上 を まつ 直に 嶽麓 

へ 近づいて 行った。 

* 氺氺氺 * 

ぎかん はしごだん 

僕 はや はり 同じ 日の 晚、 或妓 館の 梯子段 を譚と 一 

しょに 上 つ て 行った。 

僕 等の 通った 二階の 部屋 は 中央に 据えた テ エブル は 

勿論、 § 子 も、 唾壺 も、 衣裳 簞笥 も、 上海 ゃ漢 口の 妓 



館に あるのと 殆ど 変り は 見えなかった。 が、 この 部 

とりかご がらす まど 

屋の 天井の 隅に は 針金 細工の 鳥籠が 一 つ、 硝子 窓の 側 

にぶら 下げて あった。 その 又 籠の 中には 栗鼠が 二 匹、 

全然 何の 音 も 立てずに 止まり木 を 上ったり 下ったり し 

さ ら さ き れ 

ていた。 それ は 窓 や 戸口に 下げた、 赤い 更紗の 布と 一 

しょに 珍しい 見 ものに 違いなかった。 しかし 少く とも 

僕の 目に は 気味の 悪い 見 ものに も 違いなかった。 

こぶと ポオ プゥ 

この 部屋に 僕 等 を 迎えた の は 小肥りに 肥った 鴇婦 

だった。 譚は 彼女 を 見る が 早い か、 雄弁に 何 か 話し 出 

あいきよ-つ 

した。 彼女 も 愛嬌 そのもの のように 滑 かに 彼と 応対 

していた。 が、 彼等の 話して いる 言葉 は 一 言 も 僕に は 



わからなかった。 (これ は 勿論 僕 自身の 支那 語に 通じ 

ちょうさ ペキン 

ていない 為で ある。 しかし 元来 長沙の 言葉 は 北京 官話 

に 通じて いる 耳に も 決して 容易に はわから ない らし 

い。) 

のち こうぼく 

譚は 鴇婦と 話した 後、 大きい 紅 木の テ エブルへ 僕と 

差 向いに 腰を下ろした。 それから 彼女の 運んで 来た 活 

版 刷の 局 票の 上へ 芸者の 名前 を 書き はじめた。 

ちょうしょうが おうこう うん がん ほう すいぎょくろう あいえん えん 

張 湘娥、 王 巧 雲、 含芳、 酔 玉楼、 愛媛々、 —— それ 

等 はいずれ も 旅行者の 僕に は 支那 小説の 女 主人公に ふ 

さわし い 名前ば かりだった。 

「玉 蘭 も 呼ぼう か？」 



なかった。 

おど たん 

彼女 はちよ つと 目礼した ぎリ、 躍る ように 譚の 側へ 

すわ ひざ 

歩み寄った。 しかも 彼の 隣に 坐る と、 片手 を 彼の 膝の 

えんてん 

上に 置き、 宛 囀と 何 かしゃべ り 出した。 譚も、 II 譚 

もちろん シ イラ シ イラ 

は 勿論 得意そう に 是了是 了な どと 答えて いた。 

うち げいしゃ リん たいきょ-つ. 

「これ はこの 家に いる 芸者で ね、 林大嬌 と言う 人 だ 

よ。」 

ちょうさ 

僕は譚 にこう 言われた 時、 おのずから 彼の 長沙 にも 

少ない 金 持の 子だった の を 思い出した。 

それから 十分ば かりたった 後、 僕 等 はや はり 向い 

合った まま、 木の 子 だの 鶏 だの 白菜 だのの 多い 



の を 見る と、 たとい 病的な 弱々 しさ はあって も、 存外 

ういういしい 処 はなかった。 僕 は 彼女の 横顔 を 見なが 

ら、 いっか 日 かげの 土に 育った、 小さい 球根 を 考えた 

りして いた。 

「おい、 君の 隣に 坐って いるの はね、 II 」 

譚は 老酒に 赤らんだ 顔に 人懐こい 微笑 を 浮かべ たま 

ま、 蝦 を 盛り上げた 皿 越しに 突然 僕へ 声をかけた。 

「それ は 含芳 と言う 人 だよ」 

僕 は 譚の顔 を 見る と、 なぜか 彼に はおとと いのこと 

を 打ち明ける 心 もち を 失つ てし まった。 

きれい フランス じん 

「この 人の 言葉 は 綺麗 だね。 R の 音な ど は 仏蘭西 人の 



よう だ。」 

「うん、 その 人 は 北京 生れ だから。」 

僕 等の 話題に な つ たこと は含芳 自身に も わか つ たら 

しかった。 彼女 は 現に 僕の 顔へ 時々 素早い 目をやりな 

お-つし 

がら、 早口に 譚と 問答 をし 出した。 けれども 啞に変 

ら ない 僕 はこの 時 もや はりいつ もの 通り、 唯 二人の 顔 

色 を 見比べて いるより 外はなかった。 

「君 はいつ 長沙へ 来たと 尋 くから ね、 おととい 来たば 

かりだと 返事 をす ると、 その 人 もお ととい は 誰かの 出 

迎 いに 埠頭まで 行った と 言って いるんだ。」 

のち 

譚 はこう 言う 通訳 をした 後、 もう 一 度 含芳へ 話し か 



「おい、 何と 言つ たんだい？」 

「その 人 は 誰の 出迎 いで もない、 お母さんの 出迎 いに 

行つ たんだ と言うんだ。 何、 今 ここにい る 先生が ね、 

X X X と言う 長沙の 役者の 出迎 いか 何 かだろう と 言つ 

たもんだ から。」 (僕 は 生憎 その 名前 だけ は ノオトに と 

る訣に 行かなかった。) 

「お母さん？」 

「お母さん と言うの は 義理のお 母さん だよ。 つまり そ 

ぎょくらん いえ ポオ プゥ 

の 人 だの 玉 蘭 だの を 抱えて いる 家の 鴇婦 のこと だ 

ね。」 

あお 

譚は 僕の 問を片 づける と、 老酒 を 一杯 煽って から、 



する 黄 老爺の 血 を 味わいます。 」 

僕 は 体の 震える の を 感じた。 それ は 僕の 膝 を 抑えた 

含芳の 手の 震える のだった。 

「あなたがた もどう かわた しのよう に、 あなた 

がた の 愛する 人 を、 」 

玉 蘭 は譚の 言葉の 中に い つかもう 美しい 歯に ビス 

ケット の 一片 を嚙み はじめていた。 

* 氺 氺氺氺 

僕 は 三 泊の 予定通り、 五月 十九 日の 午後 五 時 頃、 前 
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